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(〃）
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仏像制作におけるキシーの工法としては、漆の増量剤として使用される
と聞くが事例は確認されていない。しかしポートン氏によるキシーと漆の
工法を再現してみてもらったところ、パテ材として粘性・強度などが良好
で、仏像の制作時には使用されていた事が想像される。
さらにキシー単独でも仏像に使用されたと聞いたので、再現（熱を加え
液状にした状態）してみたところ粘度に欠けパテ材としては不向きに思え
た、また接着剤として考えた場合も強度の点で問題があった。しかし基本
的には利用度の高い材料で、工法もバリエーションに富んでいるため、何
らかの素材と組み合わせて使用する方法が他にも存在していた気がする。
③キカン
キカンは貝殻虫科の昆虫で、木の枝に殻状の巣を作って生息している。
日本においては猩臓脂（ショウエンジ）と呼ばれる赤の顔料で、古来より
東南アジアから輸入していた。現在でもコチニールという名称でメキシコ
から輸入をしているが、いずれも亜熱帯地方で産出する。顔料としては殻
の中に生息する虫の血の色素を使用するが、キカンとして使用するのは殻
の部分のゼラチン質と思われる。
ラオスにおいて、通常は加熱したキカンに繊維を加え、小判状にして市
キカン採取
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販しているが、形状は用途によって違ってくるらしい。一般的には農機具
等に使われている。また天然のラックニスの原材料として用いられるため、
最近では海外から買い付けに来ている。仏像に使用する場合いはキシーと
同様な使い方だと聞いているが、まだ実際に使用してはいない、しかし天
然素材として、ラオスの漆増量材に欠かせられない物なので今後も引き続
き研究をしていくつもりでいる。
④ナマニャーン
ナマニャーンはニャーンと呼ばれる木から採れる樹脂であるが、その採
ナマニャーン原木 ナマニャーン採集方法
ナマニャーン1 ナムキャン2
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集方法が珍しい。原木は目視で50メートルに近い巨木で根本に近い処に穴
があいている。その中の樹脂を採集するわけだが、まず穴の底に残ってい
る樹脂に火を付ける｡2日ほどたってからナマニャーン（樹脂）を採集す
る。ナマニャーンは揮発性の白濁した液状の樹脂で、顔料をまぜて塗料と
して使う。仏像での使用方法は、赤のリンデン（第二酸化鉄）と混ぜて箔
下の赤塗料として用いる。また金箔を貼るノリとしても使用する。
4，仏像修復
ラオスの仏像修復においては、ルアンプラバン地区のみを取り上げても
修復を必要としている仏像は千体近くもある。我々にできることは、ほん
の一部の木彫のみに限られている。必然的にラオスの自助努力を期待する
わけだが、許される限り、効果的に協力を行って行こうと考えている。
具体的にはまず仏像制作方法の復元である。ラオスは1353年ランサーン
王国建国以来、仏教を国教と定め多くの仏像を作ってきたが、近年は近隣
諸国の侵攻・政治機構の激変・ベトナム戦争等で国内が荒廃し、仏像の制
作をはじめ多くの伝統技術が失われてしまった。仏像の損傷も激しく、そ
のままの状態で放置されてきた。現状を打開するには、まずラオス古来の
仏像制作と、同材料の使用を復活させることだと考えている。
修復方針としてはラオス古来の仏像制作と、同材料の使用による修復だ
が、残念ながらそれらの研究にはまだまだ時間がかかる。しかし現状の修
復活動には緊急性が感じられる為。最も破損の大きいと思われる仏像の中
からから修復対象を選び、一部日本の工法と修復材料を使用して仏像修復
を行っている。
また暫定的ではあるが現在行っている修復方法が、ラオス独自の仏像修
復の参考になるよう､テキストとしてワット・ビスンNO34の修復過程の記
録作業を行っている。
(認）
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アンプラバン、ワット・ビスンNO34修復
修復前 修復中（新補部分の結合まで）
終わりと今後の課題
ラオスにおける仏像の現状は、研究・修復・保存の面から見ても深刻な
状況にある。身延山大学のラオスにおける仏像修復活動は、第8回を終了
したが、ほんの一部に触れただけである。活動の将来を考えた場合どの程
度まで仏像修復を行っていけるかまったく想像がつかない。それだけに今
できる事を確実に、また効果的に行っていきたいと考えている。
今後の仏像修復は、ラオス独自の力による仏像修復が望ましく、それら
が定着するような協力が必要だと思う。具体的には、修復テキストの作成
を行っているが、現在のラオスにおいて最適で有る事と、我々にとっても
実現可能な内容で有る事を心がけている。
しかし緊急性を感じる諸問題が数々あり、簡単に優先順位を決められな
いのが現状である。
(剥）
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最後に最も差し迫った問題点を取り上げておく。各寺院における仏像の
セキュリティーの問題で、仏像の盗難が頻発している。
本来ラオス人の多くは熱心な仏教徒で仏像の盗難などは考えられなかっ
たが、経済の開放後、生活面での変化が大きく、特に世界遺産に指定後の
ルアンプラバンにおいてはその傾向が大きい。物質的に豊かになった反面、
貧富の差が大きくなり人々の心の荒廃も進んでいる。特に青少年にその傾
向が強く、若年層による組織的な仏像の盗難がしばしば行われている。こ
れら盗難にたいして主に経済的理由から何ら目立った対策も立てられてい
ないのが現状である。根本的な解決は難しいが、この問題に関しては早急
に何らかの対策を立てなくてはならないと思う。
(妬）
